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１． 格付結果 

 

 企業名 株式会社 ＰＦＵ 

 格付の種別 情報セキュリティ格付 

 格付ＩＤコード 10000140213C0901 

 格付スコープ  プロダクトビジネス 

 格付対象 次の 2統括部、6事業部、31 部 

  ・ProDeS グループ（1統括部、3事業部、11 部）  

  ・イメージビジネスグループ（１統括部、１事業部、13 部） 

    ・ソフト･アプライアンスグループ（2事業部、7部） 

   想定リスク 情報漏えい 

 格付符号 A is （シングルＡフラット） 

 格付の方向性 新規格付 

 有効期間 2010 年 3 月 1 日から 2011 年 2 月 28 日まで （交付日から 1年間）
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２．格付理由 
 

株式会社 PFU は「技術と信頼の PFU」をスローガンに、優れた商品（Product）と確かな

ものづくり（Factory）を通じてお客様の利便性（Utility）に寄与することを目標とする富士

通グループの企業であり、イメージビジネス・ProDeS（開発製造サービス）・ソリューショ

ンに加えて、カスタマサービスを事業の大きな柱としている。特に、中･低速機のイメージス

キャナの生産においては世界トップシェアを誇っている。 
情報セキュリティへの取り組みは、2001 年に P マークを取得、ISMS は 2004 年 12 月に IDC

センター、2006 年 6 月にはカスタマサポート事業部が取得している。今回はモノづくりの中

心となるプロダクトビジネスを格付スコープに情報セキュリティ格付審査を実施した。 
まず、マネジメント成熟度の観点から見れば、全社的に富士通グループの統制に加えて PFU

の統制が機能し、管理体制、情報セキュリティ規程類の整備、再委託、ネットワーク・クライ

アント PC の管理等では非常に高いレベルで統制が進められてきている。また、現場部門にお

いても、顧客からの預かり情報の重要度に応じた管理体制を目指し、情報資産の識別や情報取

扱管理、アクセス制御等の面で一定以上の管理プロセスを形成してきている。 
一方、管理策強度の観点から見れば、情報取扱管理・媒体管理、廃棄・返却管理、持ち出し・

持ち込み管理などではルールに従った管理が徹底され、ネットワーク管理・クライアント PC
管理でも検疫ネットワークの活用など、現場レベルでの対策浸透が図られている。 
総じて、マネジメント成熟度では検証したプロセスを用いて、目標を指標化したうえで管理、

実行を行っており、またセキュリティ対策強度でも、悪意のある外部者に対する管理策（発見

的、抑止的、予防・防止的管理策）が織り込まれている段階にあると言える。 
以上 
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